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「石神台ガーディアン」２０２０年４月報告 

２０２０（令和２年）年４月２２日 

 石神台ガーディアン代表中野靖久 
          編集者 小野修司 

１） 団員数 

昼間合同巡回実施者： ２８名 

夜間合同巡回実施者： ２３名 

青パト巡回実施者：（同乗者を含む） ３名 

以上のどれかの巡回をしている人数： ５１名 

個人的に巡回している方７０名を加えると、トータル１２１名です。 

やはり夜巡団員が少なくなっています。   団員募集中！！ 

 

２） ３月１６日～４月１５日の巡回実施状況（昼、夜共に変則巡回となりました。） 

✓ 合同歩行パトロール （自分の住む丁目を中心に実施） 

 
昼 夜 

実施日数 延べ参加者 実施日数 延べ参加者 

１丁目   １日   ８名 

   ３日 

名 

２丁目    ７日  ２８名  １２名 

３丁目    ６日        １５名 １２名 

 全体   １４日    ５１名 ２４名 

 ※昼間の巡回は１丁目は４月３日から、２丁目、３丁目は１０日から全員が中止となりまし

た。夜巡回は先月同様、２丁目と３丁目は自主巡回とし、２mは離れて、しかもあまり 

会話をせずに奇妙な巡回となりました。ガーディアン１７年目も途切れずにつながってい 

ることに感謝です。強い絆を感じながら自主巡回しています。 

青色回転灯装着車によるパトロール  (石神台内を現在は３台の登録車で随時実施) 

４月度：実施車両数：２台 実施回数：１２回  

延べ走行時間：８時間５５分  走行距離：７５．９km 

 

３） 不審車両と区別するステッカーの表示について 

 
調査した夜間日間 

９０％を目標にして

いますので住民の皆

様に更にご協力をお

願いいたします。 

路上駐車台数 ｽﾃｯｶｰ有数 ｽﾃｯｶｰ有比率 

１丁目    台 台 ％ 

２丁目 １台 ０台   ０％ 

３丁目 ２台 ０台   ０％ 

 全体 ３台 ０台   ０％ 

       今月は４月の３日分だけで、しかも２丁目と３丁目だけで、合計で３台の駐車で全てステッ

カーなしという事で情けない結果となり、コメントのしようがありません。 

 

回覧 



４） ガーディアンの気持ち… 

 「新型コロナウィルス」感染症拡大のため、ガーディアン巡回活動も中止状態ですが、緊急事 

態宣言が出てからは閉門蟄居と同様です。気晴らしに、行く当てもなく散歩に出ようとすると、 

家内から「前かがみにならず、足をあげて歩かないと、不審者と間違われますよ」と言われる。 

「何を言うか！」と憤慨しながらも出掛けると、いつの間にか前かがみで足を引きずっている。 

原因は目的もなくしぶしぶ歩いているためらしい。「それならば」と散歩に出る前に、ガーディアン

巡回中の気持ちになるように、赤い帽子を被り、防犯パトロールの緑の腕章も身に着けて出掛

けたところ、前かがみにもならず背筋も伸びて歩幅は広く、威風堂々…とまではゆかないまでも、 

前回よりも姿勢と気分も良く散歩できました。これならば歩くことが嫌いな性分だけれど、今後も

自主巡回もどきを続けることが出来そうだと、感じています。 

 新型コロナウィルス感染症の終息が遅れて治安が乱れると犯罪が増えて、高齢者の多い当

団地では油断が出来なくなります。早く、正規のガーディアン巡回活動が出来る様にして欲しい

ものです。                                        

                                                  （一丁目 T.U.） 

５） 大磯警察より 

   ＊４月に入って大磯警察管内で２件のオレオレ詐欺が発生してしまいました。詳細については

来月号でお知らせします。今年３件です。件数は減っていますが、未だに発生しています。 

     これからまた、コロナウィルス関連で国からの補助金が全国民に配布されるとこれを狙った

犯罪が必ず発生します。十分気を付けましょう。 

     

６）編集部より 

   ＊先月に続いて今月もまた、公民館の使用が５月２７日まで使用禁止になった為、夜の巡回は

自主巡回となり２丁目、３丁目のみ各公園から公園までの巡回となりました。また、昼巡回も

１丁目は４月３日から、２丁目と３丁目は１０日から中止となりました。仕方ないことです。 

   ＊今月１８日の新聞で大磯町でも１人の感染者が出た、と発表がありました。すぐそこまで迫っ

てきている感じです。外出を控え、マスク、手洗い、うがいを励行しましょう。 

     いつ収束（終息）するか、全く予測が出来ませんが、石神台まで感染が広がらないことを祈る

とともに、終息宣言が出て、また昼も夜も楽しく巡回が出来る様に願うばかりです。 

   

 

石神台ホームページ 

https://ishigamidai.com  海の見える街 大磯町石神台 

  

大磯警察 生沢駐在所だより （ふれあいパトロールたかとり）は： 

http://www.police.pref.kanagawa.jp/ps/69ps/69pic/69004_12.pdf 

 

 

挨拶で犯罪なくそう石神台 

http://www.police.pref.kanagawa.jp/ps/69ps/69pic/69004_12.pdf


７） 番外・付録・おまけ…《宮城まり子さん逝く》  …『学びの場、全ての子へ』… 

宮城まり子さんが今年３月２１日亡くなりました。（生れは１９２７年３月２１日で丁度９３歳でした） 

多くの方がご存知と思いますが、宮城まり子さんは２０才代で歌手として「ガード下の靴磨き」が   

大ヒットし、その後女優に。ミュージカルで脳性麻痺の女の子の役を演じることになり、役作りの                                                    

ため、障がい児の施設を訪れた。その際、多くの重度障がい児が義務教育の機会を与えられず

学校に通えないことを知った。 

「障がいのない子もある子も同じ教育を受けて、愛されて当然。誰も作ってくれないから自分で

つくろうと、決心しました。」 ２０１８年の朝日新聞のインタビューに当時の思いをこう語っていた。

その思いを実現させたのが１９６８年に全財産をつぎ込んで静岡県、浜岡町（現御前崎市）に 

作ったのが「ねむの木学園」。学ぶ場を確保するため、公立学校の「分校」も設けた。 

 「全ての子供達に可能性がある」が信念だった。学園では、絵画や音楽、工芸などを積極的に

教育に取り入れた。国内外で「ねむの木の子供達とまり子美術展」の開催を重ねて子供の個性

を伸ばす活動に取り組み続けた。 

 上皇ご夫妻とも４０年以上にわたる交流もあった。１９７６年１２月に東宮御所に招かれ子供ら

の絵を披露。その後も美智子さまに美術展に足を運んでもらうなど、交流が続いた。 

 施設には虐待を受けるなど家庭的に恵まれない子供も多い。そうした子の「お母さん」として、 

高齢になってからも、一人でも熱を出せば心配して、病院に付き添われた。 

障がい者に心を寄せられた人生でした。   

 １９９７年には現在の掛川市の山あいに移転しました。 

移転後はパートナーだった吉行淳之介氏の文学館や子供美術館を造り、桜などの花木を植えた。 

学園では現在身体障がいや知的障がい者など７３人が暮らしている。 

（令和２年３月２３日朝日新聞朝刊より） 

 

 実は私は５０年前（１９７０年）に「ねむの木学園」に会社から何人かで施設の清掃ボランティア

に行ったことがありました。１９６８年に開設、とありましたから、開設から２年後のことでした。 

覚えているのは、清掃が終わった時に、「記念写真を撮ろう」、ということになったのですが、宮城

まり子さんは「すっぴんだから恥ずかしい」と初め断られましたが、それでも気さくに一緒に写真

を撮って頂いた事を昨日のように思い出しました。 （編集者） 

 

 


